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Abstract 

We develop a data search and entry system for the Nuclear Reaction Data Fi le (NRDF) ， which 

i s one of the 'charged-part i cl e reac t i on da ta comp il ed by J apan Charged Part i cl e Reac t i on 

Group (JCPRG). Using剛Wbrowser， we can easi ly search and retrieve the data of NRDF， and 

also can entry the nuclear reaction data for NRDF. 

1.はじめに

1. 1データ公開の現状と問題点

限DFのデータ収集は、 1974年より始まり現在に至っております。データの公開に関して

は、発足当初、北海道大学等の大型計算機センターにそのデータベースがあり、利用者は

センターの登録者に限られ、かつシステムそのものが使いにくいといった問題点が存在し

ていました。近年のインターネットの普及に伴って、一般のユーザが比較的容易にネット

ワークを通じてデータをやり取りできる環境が整ってくるのにあわせ、 1996年、開Wによ

る検索・閲覧ページの公聞が行われました(限DFAnnual Report 96、図1.参照) 0 

これにより、限DFのデ

ータをインターネットに

接続可能なユーザが自由

に閲覧できるようになり

ました。しかし、データ

の閲覧そのものに関して

は、依然として様々な問

題点が残されており、一

般の(限DFのデータコー

ド等に明るくない)研究

者が気軽に利用できる状

態ではなかったのが現状

です。 図上従来の剛Wによる限DFデータ検索・閲覧ページ
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問題点の具体的な内容ですが、これまでの閲覧ページでは限DFのコードがそのまま表示

されるため、検索内容の理解には限DFのコードに対する知識が必要であり、加速器の種類

や反応式、実験のセットアップといった、実験の内容に対する情報を理解するのが困難で

あった点にあるといえます。 NRDFのコードは、実験情報 (EXPセクション)とそれに付随

する数値データ (DATAセクション)とは、番号を共有しつつ別々のセクションになってい

ます。これは、各データがどのような共通項でくくられているのかを認識するのには非常

に優れていますが、一方で、各数値データがどのような実験情報を持っているのか(すべ

て)把握するにはコード全体にわたってそのデータ番号に合致する情報を EXPセクション

より抜き出す作業が必要になる、といった不便な点もあります。こういった「全データを

見渡して共通項を抜き出すJといった作業はコンピュータにはなんの問題もない処理です
が、限DFのコードそのものが表示される場合は当然、人聞が行わなくてならず、限DFデー

タ利用にとっての障壁となっていました。そこで、より高機能でより人間に分かりやすい

データ検索・閲覧システムの開発が課題として残されていました。

1.2核データ利用促進の重要性

また、データ登録においては、能登氏による「限DFデータ採録エディタjの作成が試み

られており(限DFAnnual Report 94)、また近江氏によるシステムのリファインが行われて

います。このシステムは、データコンパイラ側のデータ登録作業の負担軽減と、データコ

ードをよりエラーの少ないものにすること等を主な目的として開発が進められています。

しかし、このシステムが完成し全ユーザ、に提供される状況になるまでにはまだ時聞がかか

りそうです。

綾反応データの収集と利用のEEれ

データ収集

Data fnput System 

-机MN¥l入力フォーム

.FTPアップロード，etc. 

融持m議会会

Management 
system 

図2.核反応データの収集と利用の流れ
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さらに、]HF(] apan Hadron Fac i 1 i ty，問K)およびRIBF(Radioact ive Isotope Beam Factory， 

RlKEN)等大きな加速器実験施設の稼動に伴い、囲内の原子核物理を取り巻く環境はここ数

年で大きく発展しようとしています。そこで、原子核反応データがコンピュータおよびネ

ットワークの支援の下で、より広く利用・流通されるような枠組みの作成に着手しました。

快適なデータ利用と登録のシステム開発には、優れたインタフェースであることが必要不

可欠です。今日附Wブラウザは、おそらくすべてのコンビュータ上にインストールされ、

かつ、ほぼすべてのユーザが使用していることから、そのインタフェースを利用すること

がある意味で優れたインタフェースを用いる一つの近道であると考えることが出来ます。

そこで、優れたインタフェースであることのーっとして、多くのユーザが共通のものを使

用した経験がある、ということがあげられると考え、阿Wによる検索システムならびに登録

システムの開発を行いました。(※余談ですが、真の意味での「優れたJインタフェース

というのは、おそらくシステム提供者側が「お仕着せ」で提供するべきものではなく、各

システム利用者側で個々に定義されるべきものであるので、優れたインタフェースである

ことを売りにしたアプリケーションを「独自にJ提供することは困難でしょう。)

1.3新たに開発した検索システムと登録システム

新たに開発したシステムでは、検索ならびに登録システムとも附W上でのを利用を前提

として開発を行い、

1)附Wブラウザによる簡単で「なじみの深いJインタフェースの実装

2)システム開発の簡便性

3)ユーザのプラットフォームフリー化

を実現しました。各システム (WWWページ)の収Lは以下のとおりです。

- 検索システム

http://nrdf.meme.hokudai.ac.jp/tools/nrdf_search.html 

・登録システム
http://nrdf.meme.hokudai.ac.jp/tools/pre_NRDF/pre_nrdf_1.html 

検索システムでは、検索機能よりも主に閲覧機能に重点を置いて開発しました。また、

登録システムでは、すべての限DFコーデイングに対応するいわゆるエディタとしての機能

よりも、登録の簡便さによる核データの利用促進を目指したシステム作りをしました。

次章からは実際に開発した検索および登録システムの解説を行い、最後にまとめと今後

の展望について述べたいと思います。
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2.検索システム

URL http://nrdf.meme.hokudai.ac.jp/tools/nrdLsearch.html 

2. 1検索システムの概要

まず、限DFデータ検索システムについて解説します。 rはじめにJでも述べたとおりこ
のシステムは、検索機能は必要最小限のままで、閲覧機能の方を重視する方向で開発を進

めました。したがって、検索できる内容そのものは前のシステムとなんら変わっていませ

ん。しかし、閲覧機能は、限DF辞書との連動や数値データのグラフ化等、大幅に改善しま

した。このシステムの王な特徴をまとめると、以下のようになります。

1)限DFの辞書と対応させることによる書誌情報、実験情報等のわかりやすい表示

2)容易にデータのダウンロードが可能

3)文献中のグラフデータの一覧表示

4)各グラフデータの個別表示と数値データの抽出が可能

検索システム(データ閲覧システム)が充実することによって、限DFデータベース自体

の認知度が上がり、かつ、ここで得られたノウハウを他のシステム (CONTIP等)へ活かす

ことができれば幸いと考えています。

実験情報と数値データの一覧

各実験データの詳しい表示

委対直データの耳R得

図3.新しい検索システムの概要
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なお、マニュアルのページも用意してありますので、そちらもあわせて参照下さい(ほL

は http://nrdf.meme.ho知dai.ac.jp/tools.川WW_man八NelcomeNRDF.html)。次に、このシステムの各

ページの機能と特長について述べます。

2.2キーワード検索ページ

このシステムの URLにアクセスすると、キーワード検索のページが現れます。このペー

ジでは、一般的なキーワード検索ページと同様、検索語を各テキスト入力欄に入力し検索

開始の fSearchJボタンを押すことで検索が開始されます。ここで、検索キーワードには

いくつかの制限がありますので、それについて解説しておきます。

a)キーワードはすべて半角英数を使用してください。データ検索のためのインデックス

ファイル(半角英数で作成)との単純なマッチングを行いますので、全角では検索に

かかりません。また、大文字、小文字の区別はありません。

b)基本的に正規表現に基づいたパターンマッチなので、たとえば検索語を fTANAKAJと

した場合、 fHATANAKAJ も検索結果として現れます。

c)入射粒子(Projecti le)、標的核(Target)は12C、14N、208Pbといったように、 「質量

数Jと「核種」で入力してください。

d)文献は限DFのキーワードを入力してください。文献キーワードについてテキスト入

力ボックスの上にある部分に一覧表へのリンクが張ってありますので、不明な場合はそ

こをクリックしてください。

Input Search Keywords 
(80th c却 italand smdllletters are NOT d凶 m創出ed)

See .m.呈E且且!<n J骨ane民)

projectile: P目AlPHA，4HE，PIP 伝pけ)， P別 (=pi-)，..etc

ι…一一一一一一一一一J
Tarcet， 12C， 14N， 208P8"， etc 
L 一 一…
Authoro TANAK A， H TANAK A"， etc 

j λ1  

Reference: NP/A (=出clPhys. Al， PRlC (=Phys. F刷 Cl...etc 
(An information for abbrevated附 rds.click b.皇室)

l川川山山山一山一一一……4

Year: 1999... etc 
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2.3検索結果表示ページ

検索結果は限DFのコードナンバー (D番号)}I¥真に一覧表示されます。各データへのリン

クは、そのD番号のところに張られます。検索結果には、論文のタイトル、著者、反応式、

文献が表示されます。また一覧表示のなかで、検索に使用したキーワードは太字で表示さ

れます。

Reference: PRlC '8(197自)1436
React即時 12C(P.Pl12C.13C(P.P)13C.2日8PB(P.Pl2日8PB

陸E主
Title， PROTON ElASTIG AND INElASTお SCATTERI附3AT 0.8 GEV FROM 12.13C AND 208P日
向uthor
G.S.BlANPIEDW.RCOKERRP.LIlJESTRANDG.W.HOFFMANNl.R内YD.MADlANDC.l.MORRISJC.PRATTJ.E.SPENCERH.A.THIESSENT 

盟主旦
Titl.， ANAl YSES OF INElASTIG PROTON AND ElECT同)NSCATγERIト拍 TOTHE 2+(4.43MEV) STATE凹 12C
角川horoK.AMOSIMORRISON 
Ref.r.nc.， PRlC 1979<19l21 08 
Reac加 nso12C(P.両立C.12C(E.El12C

段llil.
Titl.， DECAYS OF THE lOWEST T=2 STATES IN A=4N NUClEI FROM 8BE TO 44TI 
Author 
S.J.FREEDMANC.A.GAGLIARDIM.A.OOTHOUDTA.V.NE同)RG民間)BERTSONF.J.ZUTAVERNE.G.ADElBERGER内B.MCDCNAlD
Reference: PRlC 1旦(1979)1907
Reactions 
10BE(P.T泊目E.14C(P.T)12C.180(P.T)160.26M白(P.Tl24MG.30SI(P.T)28S134S(P.T泊2S.38AR(P.T)36AR42CA(P.T)4日CA.46TI<P.

時告仰.GAMM帥S酔FlIPM開 UREMENTFOR 1ぺ TATESIN 12C AT E問日7MEV 
角川horoRH.HOWELlF.S.DIETRICHD.W.HEIKKINENF.PETROVlGH 
Ref.rence， PRlC 21(198日)1153
Reactionso 12C(P.P.GAMMA)12C 

白昼
了時10，EFFECT OF THE THおORFORCE ON GAMMA-RAY DE-EXC!TATJON Aト時UlARDJSTRIBUTJONS FROM DIPOlE STATES 
POPUlATED IN THE 12C(P.P) REACTION 
向Jthor:RI-l十叩WEllF.S.DIETRICHF.PET向コVIGH
Reference' PRlC 21 (19自日)115日
Reac加 nso12C(P.I':GAMMA)12C 

E必E
Title， PROTON ElASTIC SCATTE悶ト伯 ONlJGHT NUClEl II N凶)LEAFミSTRUCTUREEFFECTS 
Aothoro E.FABRICJS.MおHElETTIM.PIGNAMElLIF.G.RESMINlRDElEOG.D.ERASMOA.PANTAlEO
Reference' PRlC 21(1980)844 

図5.検索結果表示ページ。 Projectile=P(陽子)、 Target=12C (炭素 12)、Reference=PR/C

(Phys. Rev. C)での検索結果の例。

2.4データ閲覧ページ

各論文データは D番号ごとに、つまり論

文ごとに個別に閲覧出来るようになってい

ます。データ閲覧ページは、論文データを

閲覧する際に重要な、書誌情報、実験情報、

グラフデータを、 3つのセクションに分け

て表示します。各セクションの機能は以下

のようになっています。

(右)図 6.データ閲覧ページの概要
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書誌情報(Bibliograohv) 

タイトル (Title)、著者 (Authors)、著者の所属機関 (Insti tute of authors)、文献

(Reference)、反応式(Reactions)の5つを表示します。各著者の名前の後に f'l' Jと、コ

ーテーションマークで番号がくくられて表示されています。この番号と Instituteof 

authorsの番号とが対応するようになっています。また Reactionsの欄はこの論文データの

すべての反応が列挙してあります。検索はこの部分とのマッチングによるものです。

;聞く叫diec.jp/t∞Is/cc:i':'pl/nd叩今回目6房

町別6:NRDrs r・..-由ldfileisb.且L

Dibliocr縄市y

Titlo 
DE陪 rrvDEPENDENT lNTERACIDN APPlIED TO lOW-MUl TIPOlE{P円州D{P帥TRANS打め陪山 ll3HTN出 lEI

Authol'S 
M.lEK!1.2・J.DMURA'1'.M.l¥IIASE'1'.H.OHNUMA'1・H.S日MIZLl1.3・H.TOYOKAWA'1・K.FURUKAWA'4.5・札制目陥AWA・4・T.NAKPsAWA'4'.T.TOHEl4・H.O町HARA'4'.S.lHAYAK AWA'6'. T.HAS EG内WA'7.B'.K阻

lnstitut~ of.u帥ors:Au帥OI'In晶Xflllm血r
TOKYO INST.OF TECHト伯lOQY.TOKYO. 1 
TOf拍 W UNlV"S ENDAI， 4 
JAPAN，6 
INSTITUTE FOR N~lEARSTUDY. TOKYO UNN.' 7 
TOHOKU INSmUTE OF TECHNOlOGY， 11 
UNN.OF MINNESOTA.M酎NEAPOllS.MINN. 12 

R.危'I'tlnctl
PHYS.REV.C 42a99日)457

Re.cticns 
120 (P.P)120.14C(P.N)14 N.14N伊P)14N

E喝措ri.llntal面市f.r同副陶n・
めst，帥 t4Jofoxpol'lm制白 β闘 numbor(s)
!NSTITUTE FOR N~lEARSTUDY. TOKYO UNN.' 1.2.3.5-9 
TOHOKU U岨V.SENDAI，4
品 X Don:D.臼 rwmbo，uJ

図7.書誌情報(Bi bl iography)の表示

実験情報(Exoerimentalinformations) 

限DFのデータコードでは、一つ一つのグラフデータについて番号が割り当てられ、その番

号に従って EXPセクションと DATAセクションが形成されています。このページは、実験施

設(Instituteof experiments)と反応式(React i ons)、入射エネルギー (Incidentenergy) 

について、番号が対応して表示されるように作成しています。

Reference 
PHYS.REV.C 42a 990)457 

lnstisute 01出陣rí~nts: Dæt~ numl}(y(S) 
INSTITUTE FORNUClEARSTUDY. TOKYO UNN.' 1.2.3.5-9 
TOf柏 KU UNN"SENDAL 4 

品z帥 n:/A臼num/;曜市J
12C(P.P>12C， 1.2.3.6.7.8 
14C{P.N)14N，4 
14N(P.P~4N' 5.9 

Jnci.品川enel'eJt' 白 tlnl/m血泊J
36MEV(l品 L1.2.3.4.5.6.7.8.9

Q.a同，icald剖a

r¥h.i r〈・ M1 01[べ;J.JJ01[~tjJj 。;J・1〈 .1

図8.実験情報(Experimentalinformations)の表示
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グラフデータ(Graphicaldata) 

各グラフデータのY軸の属性を物理量(Physicalquantity)として表示しています。グラフ

データの一覧を表示する場合は、下の fThumbnailsJをクリックすると、グラフデータの

一覧が表示されます。各グラフデータの個別表示へは番号および一覧表示されたグラフに

リンクが張られています。

周防'"咽'Unti位向t~num，血r
凶ぬMAI∞MEGA，1，主生E
ANAlPW， ~I 皇呈

Graphical dat・
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図10.グラフデータ(Graphicaldata)の一覧表示

2.5グラフデータ閲覧ページ

各グラフデータについての詳しい情報が

閲覧できます。 X軸および Y軸の物理量、

文献、入射エネルギー、反応式等が表示さ

れます。グラフデータにエラーバーがない

場合は各点が直線で結ぼれて表示されます。

グラフの Y軸が散乱断面積に関係する量の

場合、自動的に Y軸は Logプロットとなり

ます。よって、 Logでないプロットが見た

い場合、あるいはその逆、自動で Logにな

らなかった場合に Logプロットが見たい場

合には、グラフの下に変換したグラフへの

リンクが張ってあります。また、グラフの

数値データそのものが必要な場合にはグラ

フの上に数値データへのリンクが張つであ

ります。
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図 11.グラフデータ閲覧ページ
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3.登録システム

URL http://nrdf.meme.hokudai.ac.jp/tools/pre_NRDF/pre_nrdC1.html 

3. 1登録システムの概要

現在までのところ、 NRDFのデータは Publishされた論文から収集し、コーデイング者が

直接コードを入力するといった方法がとられています。しかし、「データエラーを無くすj

といった観点に立った場合、タイトルや著者等フリーテキストの部分はいいのですが、そ

の他のあらかじめNRDFの辞書コードにある語のみが使用可能な部分については、直接入力

することによるコーデイングエラーの可能性をぬぐい去ることができませんO また、論文

未掲載のデータ等をコンビュータ上にストアしておき、 iPrel iminaryなjデータとして活

用するためには、ネットワークを利用したシステム作りが必要となります。そこで剛Wの

フォーム入力のインタフェースを利用した限DFデータ登録システムの開発を行いました。

データ登録は以下のような流れによって行います。

1)書誌情報とグラフデータ数の入力

2)書誌情報の内容確認

3) グラフデータの入力

ヴラフデータ登録

書訴情報号録

著者、入会;粒子、母的経子文書I
実験むき的、グラフデ国会委主

図 12. データ登録システムの概要
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登録されたデータには rPD番号」が与えられ、限DFデータの管理番号である ro番号J
と区別して管理されます。現時点 (2000年 4月現在)では入力したデータを検索して利用

できるシステムにはなっていませんが、 PD番号の付いたファイルを一覧表示することがで

き、入力したデータを閲覧ページでグラフイカルに閲覧することができます。

では次に各々の入力ページについて解説します。

3.2書誌情報入力ページ

タイトルや著者、実験の目的といった書誌情報を入力するページです。タイトルならび

に実験の目的についてはとくに制限はありませんが、著者の部分については限DFの入力規

則に従って、空白を入れずにrH.MasuiJ等「名前のイニシャル、ドット、名字Jで入力し

てください。文献や実験施設はNRDFの辞書にあるものから選択する事になるので、プルダ

ウンメニューを用意しました。このメニューの中にない場合は、 rOthersJを選択してく

ださい。また、文献の部分で、登録するデータが未発表のものである場合、 rUnpub 1 i shedJ 

を選択してください。

Data bese Entry Page 

J:R..EiJ.室主

Please input the bibliollraphical data 

Title: 

照z笥潟1芯I白()ffl，殿空s口nantSt山 u川山tれt山 01 … 品

Authors: 

前時おT

R.eference: 

I.~叩.1...~~>.':s...J\.... 溺
Volume: l?37) Year:開ぐち!Page:務仁ち
hstitute of the exper iment 

I~() t:-J P 議

Number of graphs: 

11..........プt

図13.書誌情報登録ページ
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3.3書誌情報の内容確認

入力した内容が太字になって表示されます。内容が正しければ rO.K.Jのボタンを押し

てください。ここでO.K.を押してはじめてPD番号が割り当てられます。もし入力内容が正

しくなければ、ブラウザの「戻る (Back)J機能で入力ページに戻って修正して下さい。

3.4グラフデータ入力ページ

書誌情報入力ページと同様、限DFの辞書にあるものから選択する部分についてはプルダ

ウンメニューを、数字等の直接入力する部分についてはテキスト入力を使用してください。

グラフの数値データに関しては、限DFの入力規則に従って入力してください。

例)エラーについて

対称、エラ- Nl'刑Nあるいは +-NNNN

非対称エラー+附NN-刷MM

Databese Entry Page 2 Data Input 

Data Number: 1 

-Exper imental get up -

Acc山川町 type:Ig'y'~.I()tron 誠

React ion: A(a.b)S 

Target折了十J:Projectile:lp......プヲEm向 rn昨仁竺 JRe剖吋釘京竺

Enercy: 

ILa~r拘ry 滋 110----ωω

-Graph data -

X-Axig: IScatteril1~ 削除.incenterofrna宰ssxsterni滋 Unit:ID即時.認

Y-Axig: I Differ.里n.tialcross.~り旧n 悦ma/ωmega) 滋 Unit: IMilli ~arn 附拘r拍an (mbl町).溺

Y-Errorg: 1~~x.ITI.11)号明 .erro.r 議i

Nlumerical data of craph: 

掴 1.699E-日22.1 B7E+00 +O.OOOE+日日明日日日OE+OO 緩

3.512E+叩 1.952E+OO +O.OOOE+OO・日 OOOE+OO 許
1.177 E+01 9.112 E-01 +0.0日OE+OO-目的OE+OO ぷ
1.749E+日12.721 E-01 +0凹日E+OO-O.OOOE+OO
2.268E+01 B.356E-02 +1.621 E-02-1.581 E-日2 ♂
2.872E+01 1.493十日1+1.964E-02-2.B88E-02 ぐ
3.379E+日12.214 E-01 +0.000 E+OO-O.OOO E+OO 貯
3.970E+01 1.767E-01 +3.765E-02・2.713E-02 ぷ
4.495E+01 5.512E-02 +1.474E-02-9.184 E-03 
5.0BBE+01 1.813E-02 +1.240E-02-1.082E-02 話

略的主主忠誠17"，

Contact a.雌 'ess:dJ.旭伽in@nrd{merne.holw泊'iac.!D

図14.グラフデータ入力ページ
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データをすべて入力したのちに rSubmitJを押すと、データ入力が完了し、割り当てられ

たPD番号ファイルへのリンクが表示されます。このリンクをクリックすると、入力したデ

ータを閲覧ページで確認することができます。

λJウテtータのグラフィカル
Ja.1JIJH:O1"写滞

図 15.入力データの閲覧

4.まとめ

ネットワークを用いて、もっと快適にもっと積極的に核反応データを利用できる環境が

提供できるのではないか、そういう観点から、阿Wによる限DFデータの検索・登録システ

ムの開発を行ってきました。検索および閲覧ページを活用することで、限DFのデータがよ

り快適に使用できることとなったと思います。また、登録システムは単に限DFのデータ登

録数を増やす、といった目的だけでなく、閲覧ページとのリンクによって、 NRDFのデータ

ベースとは独立した研究者個人個人のデータベースの作成に役立てばいいので、はないか、

と思っています。

システムの開発には Perlスクリプトを使用しました。習得が比較的容易なこと、おそら

くすべての Unix系サーバに Perlスクリプトを動作させることの出来る環境が整っている

こと、システムを移動した際に再コンパイルの必要がないこと等が利点としてあげられま

す。このシステム自体を手前の httpサーバへインストールすることで、 「自前のjデータ

ベースを作成することができ、理論計算等の数値データ等もストアしておけます。そこか

ら核反応データの新たな利用形態が生み出される引き金になれば、と考えています。
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